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例年だと夏休み明けには運動会に向けての取組が始まり，何となく慌ただしい感じで２学期

が始まります。しかし，今年は暑さ対策として運動会を１０月１２日にしたことで，２学期の

始まりがいつもより落ち着いていましたし，児童の学校生活への適応もスムーズであったよう

に思います。 

ゆとりがあるということは，児童にとっても我々教職員にとっても大切なことです。情報化

が進み，効率化，高速化が進んで大人にも子どもにもゆとりがなくなってきているように感じ

ます。一生懸命頑張る日々の中にも，時間や気持ちにゆとりを持てるような学校生活となるよ

う，今後も教育課程を随時見直し，改善を図っていきたいと考えています。 

 

◇夏休み作品展 
夏休みが明けての翌週，子どもたちが休み中に取り組んだ工作等の作品展を開催しました。

私が夏休み中のフォローアップ学習会を見学に行ったときも，一生懸命に工作に取り組んでい

る子がいました。何を作っているのか聞くと，作品に込める思いや苦労も一緒に話してくれま

した。展示された子どもたちの作品一つ一つにも作者名とあわせ，作品に込めた思い等も書か

れており，どれもそれぞれに素敵な作品でした。 

◇避難訓練 
９月２日（月）に地震を想定した避難訓練を行いました。今回の訓練は休み時間に予告無し

で行いました。私はいつも通り校庭にいたのですが，放送が入るとすぐに校庭にいた子どもた



ちは真ん中に集まってきて身を低くして地震に備えること

ができていました。高学年生が低学年生に声をかける姿も

見ることができました。校舎内にいた子どもたちもすぐに

机の下に入るなど落ち着いて行動できていたと聞きまし

た。訓練だと思っていい加減な行動をとる子どもは一人も

いませんでした。普段から真面目に訓練をしておくこと

で，いざという時にパニックにならず行動することができ

ます。地震はいついかなる時に起こるか分かりません。も

し通学途中だったら，お風呂やトイレに入っている時だったら，旅行に行っている時だった

ら，一人で家にいるときだったら等々，色々な場面を想定してどう行動するのかを家族でも確

認する機会にしていただけたらと思います。 

 

◇４年生イングリッシュファンタイム 
 ９月１０日（火）に４年生が，勝沼小に行き，勝沼小（２４人）と菱山小（９人）の４年生

と一緒に合同英語活動（English Fan Time）を行いました。今回の活動では，他校の児童とも一

緒になるようにチームを作り，３カ所に分かれてチーム対抗で英語を使った外国のゲームを行

いました。ALT の先生方は皆ハイテンションで，子どもたちも盛り上がってゲームに取り組ん

でいました。活動後の感想からも，大和小の児童は皆，とても楽しい時間を過ごすことができ

たことが分かりまし

た。外国語を使ったり

他の国の文化に触れた

りすること，そして，

勝沼中学校区の児童と

交流することの２つの

ねらいは概ね達成でき

たと思います。 

 

◇給食集会 

 ９月１３日（金）に保健給食委員会による「給食集会」が行われました。まず，保健給食委

員の児童から，イラストを使いながら「いただきます」と「ごちそうさま」のあいさつの由来

や意味の説明がありました。その後，全校で○×クイズをしながら食事のマナーについて学び

ました。参加した児童からは「あまり意味を考えず毎日あいさつをしていたけど，意味が分か

って良かった。」「ご飯と味噌汁の位置が曖昧になってしまうことがあるので，確認すること

ができて良かった」な

どの感想が聞かれまし

た。 

保健給食委員の皆さ

ん，楽しく学びのある

集会をありがとうござ

いました。 


